




山下木材の製品は「製材」「乾燥」「仕上」さらには「加工」まで一括管理のもと、
建築用構造材、造作材、羽柄材、各種フローリング、ピーリングなど、

お客様のご要望に合わせた製品を、ＪＡＳ認定工場の高い技術で提供いたします。



当社では、豊富な経験と高度な技術を活かし、地域に根ざ
した持続可能な森林資源を活用して、お客様の多様なニー
ズに応える製材を行っています。

最新の製材機械を駆使し、厳選された良質な木材を使用し
正確な寸法管理と高い品質基準を確保。住宅はもちろんの
こと商業施設、公共建築物向けのさまざまな木材製品を提
供し、強さと美しさを兼ね備えた製品づくりを実現してい
ます。

また、環境への配慮も重視しており、持続可能な森林管理
に基づく認証木材を使用することで、次世代へつながる森
の保護に貢献しています。
山下木材の製材技術は、品質・信頼性・環境への責任を兼
ね備えた、持続可能な木材製品を約束します。

製材について

岡山県は、ヒノキをはじめとした木材の丸太生産量で、全
国有数の名産地。その岡山県北西部、中国山脈の南側中腹
に位置する「真庭市」は、蒜山を背に自然豊富な山林に囲
まれ、古くから林業・製材業が盛んな地域です。
原木市場や製品市場、それらを支える多くの製材工場が立
地し、効率的な木材生産・加工・流通体制が整備されてい
ます。当社も、そんな恵まれた環境の中で、生産組合員の
一員として美作材KDを生産・販売しております。



木材加工で生じる木くずや仕上げ加工で出るかんな屑など
を、工場内に設置されたバイオマスボイラーの燃料として活用
しています。
ボイラーから発生した蒸気を木材乾燥へと利用することで、
化石燃料の使用を大幅に削減し、CO2排出の抑制にも貢献して
います。

当社は環境に配慮した技術と取り組みを推進し、SDGsの理念
にそった持続可能な製材業を目指してより良い未来を創造して
いきます。

製材直後の木材には多量の水分が含まれています。当社が
扱うスギやヒノキでも、最大約２倍の水分を含んでいます。

木材に含まれる水分を表す指標「含水率」で表現すると
「含水率200％」！

一般に「乾燥材」と呼ばれる基準は、「含水率20％以下」
ですので、200％近い状態から20％以下まで落として行く
工程が、乾燥作業になります。

当社では蒸気の力を利用し温度と湿度を上手にコントロール
して、約１週間から２週間かけて木材の水分を抜く作業を
専用の窯で行なっています。

人工的に乾燥を行なった材料は天然乾燥と違い、正確に
含水率を測定しがら乾燥を行なっているため、表面の
割れや個々のばらつきが少ないことが特徴です。

当社は梁桁の場合は20％以下、柱や羽柄材など板類は15％
以下での出荷を行なっています。
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人工乾燥
木材の乾燥について バイオマス



優良な丸太のみを仕入れ、その丸太を最大限利用するよう製材
し、建築用材である「柱」や「梁・桁」と呼ばれる構造材、
「間柱」や「垂木」などの羽柄材、また「フローリング」や
「ピーリング」と呼ばれる化粧板などの生産を行っています。
現在は「美作材KD」のブランドで、構造材、造作材、羽柄材
など含水率20％以下に仕上げています。
その他、JAS、SGEC（森林認証）、合法木材に対応しており、
安心してお使いいただけます。

当社は、JAS（日本農林規格）認定工場となり、杉・桧両
方の正角・平角の認証を取得しました。JAS製品のメリッ
トは、品質と安全性が保証されていることです。JAS規格
は木材の強度や寸法、含水率などを厳密に定めており、
これに基づく製品は高い信頼性があります。特に建築用
材としての使用においては、強度が求められるため、JAS
マーク付き製品は安心して使用できるという利点があります。

▼第74回全国植樹祭 岡山2024において、当社の製品が
御座所・ステージに採用されました。



CAD/CAMの導入により、構造材の加工を一貫して
行い、大幅な省力化を実現するプレカットシステム。
誤差０.１ｍｍ以下の高精度の仕上がりで、品質のバ
ラつきが少なく、常に高品質の製品を安定供給する
ことが可能です。

当社では、プレカットシステムの先端技術に、創業
より培った木材の取扱いノウハウと匠の技を融合し
戸建て住宅から集合住宅、大規模木造建築物や社寺
建築まで、現在のニーズと価値観にあった質の高い
製品を提供します。木造軸組工法の工期短縮・コス
トダウンに大きく貢献することが可能です。



JAS Aタイプ認定工場・SGEC及び合法木材認定工場
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